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取　組　状　況
情報システム工学コースの新授業「情報システム基礎」では、学生に ICT の
各種産業での位置付け、業種や職種などを調査してもらい、情報システム関
連エンジニアの責任ややりがいを確認した。副作用として、日々の授業を離れ
て就職や進学の判断材料の一部になることを期待している。
専攻科情報工学プログラムの新授業「ネットワーク工学特論I」では、ネット
ワーク関連の英語文献（RFCを中心とした）を参照、仕様に従ったプログラムを
作る授業を実施しした。履修生にはデモンストレーションを伴った作成プログラ
ムのプレゼンテーションを課した。令和4年度は TELNET クライアントを題材と
した。
令和5年度以降に新規に実施する実験実習の方針検討会議に参加した。特に
3年生の実験実習の具体的内容や手順などを定めた。
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